
２　整備事業　（産地競争力の強化を目的とする取組用）
（長野県　平成21年度）

市町村名
事業実施主体
名

政策目的 取組の分類
作物等区分

①
政策目標

①
作物等区分

②
事業内容 事業費 完了年月日

備考

計画時 1年後 2年後 3年後 目標値 計画時 1年後 2年後 3年後 目標値 （円）

（平成20年） （平成21年） （平成22年） （平成23年） （平成23年）
達成率

（平成20年） （平成21年） （平成22年） （平成23年） （平成23年）
達成率

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府県費 市町村費 その他

伊那市 JA上伊那花卉 産地競争力の 花き 平成22年3月

21-1
園
畜

上
伊
那

伊那市
JA上伊那花卉
部会第二温室
組合

産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

花き
（ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘ
ｱ）

生産性向上
施設園芸における
燃油の使用量を
10％以上削減

10a当たり燃
油使用量
　　13.5kl
(平成20年
度）

12.6kl 13.4kl  11.47kl  
　　11.48kl
（平成23年
度）

100.5%

計画時と比
較すると約１
５％削減で
きた

花き
（ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘ
ｱ）

需要に応じ
た生産量の
確保

施設園芸における供給
量減少を25％以内に
抑制

10ａ当たり年
間供給本数
101,000本
（平成20年）

120,335本 105,756本 99,335本

10ａ当たり年
間出荷本数
100,000本
（平成23年）

97.3%

冬場の日照
不足、寒さに
よる温度調
節をした結
果収量減収
になった。

循環扇20台
内張材 7棟
多段式ｻｰﾓ2台

5,401,182 2,571,000 0 0 2,830,182
平成22年3月
10日

冬場の寒さ、
日照不足と厳
しい中、目標
達成すること
ができた。

目標年度ま
でに、概ね、
目標を達成
することがで
きた。
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園
畜

長
野

長野市
ながの農業協
同組合

産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

野菜
（いちご）

生産性向上
施設園芸における
燃油の使用量を
10％以上削減

10a当たり燃
油使用量
　　　2.9kℓ
(平成20年
度）

2.0kℓ 1.9kℓ
2.6kℓ

　　2.49kℓ
(平成23年
度）

73.2%

1～3月期が
平年に比べ
低温であっ
たため、目
標達成には
ならなかっ
た。

野菜
（いちご）

需要に応じ
た生産量の
確保

施設園芸における供給
量減少を25％以内に
抑制

年間総供給
量
　　15.3t
（平成20年
度）

18.5t 15.3t
14.3

　　　15.3ｔ
（平成23年
度）

73.6%

一部、苗養
成に失敗し
たため目標
達成とならな
かったが、こ
れを除く単
位当たりの
収量は2.7ｔ
を達成して

いる。

外張材3棟3,861㎡
内張材3棟3,861㎡
排熱回収機　4機
　　4棟5,157㎡

15,555,120 7,407,000 0 0 8,148,120
平成21年8月
31日

収量も特別な
理由を除く
と、概ね達成
できている。
また、冬期間
の気温が低
い傾向にあっ
たが、節約の
効果は出て
いる。本事業
による効果が
認められた。

気象の変動
等により目標
をやや下回っ
ているが、概
ね計画どおり
の結果となっ
ている。今後
とも、効率的
な施設管理
及安定生産
に向けた肥
培管理等の
指導に努め
る。
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園
畜

佐
久

佐久市
佐久浅間農業
協同組合

産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

飼料作物
（稲発酵粗
飼料）

生産性向上

【飼料増産】（飼料
作物の増産に関す
る目標）
（飼料増産）
飼料収穫・収集面
積を５％以上又は１
ha以上増加
ただし、新たに取り
組む場合にあって
は、飼料収穫・収集
面積を１ha以上増
加

収穫・収集
面積
　　　　0ha
（平成20年
度）

15.8 19.6 12.1
　　15.0ha
（平成23年
度）

80.7%

収穫面積は
計画時より
12.1ha増え
たが、昨年
より7.5ha減
少した。

飼料作物
（稲発酵粗
飼料）

生産性向上

【飼料増産】（飼料の増
産に関する目標）
（飼料増産）
受託農家戸数を20％
以上増加、もしくは３戸
以上増加
ただし、新たに取り組
む場合にあっては、受
託農家戸数を３戸以上
増加

受託農家戸
数
　　　　0戸
（平成20年
度）

28 16 18
　　２０戸
（平成23年
度）

90.0%

受益農家戸
数は昨年よ
り２戸増加
し、計画時よ
り　　18戸増
加した。

稲発酵粗飼料用ロー
ルベーラ　１台
格納梱包用機械　１
台
（ラッピングマシーン）
積込機　１台
（ロールグラブ）

12,969,600 5,692,000 0 1,235,000 6,042,600
平成21年12
月28日

適期収穫を
行い品質を
確保するた
め、収穫機３
台で実施した
結果、補助対
象の受益面
積及び農家
数については
目標を下回っ
たものの、畜
産農家の飼
料高騰への
対策と米の生
産調整の面
では一定の
効果があっ
た。

畜産農家の
飼料高騰へ
の対策と稲作
農家の水田
を水田として
耕作する生
産調整に一
定の効果が
あったもの
の、管理指導
を徹底する必
要がある。
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園
畜

長
野

信濃町
ながの農業協
同組合

産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

飼料作物
(稲発酵粗飼
料・ソルガ
ム・
飼料麦）

生産性向上

【飼料増産】（飼料
作物の増産に関す
る目標）
（飼料増産）
飼料収穫・収集面
積を５％以上又は１
ha以上増加
ただし、新たに取り
組む場合にあって
は、飼料収穫・収集
面積を１ha以上増
加

収穫・収集
面積
　　　　0ha
（平成20年
度）

18.8 53.1 28.7
　　　14ha
（平成23年
度）

205.0%

実需者の要
望により作
付面積の増
減はある
が、栽培が
定着し目標
値を大幅に
達成すること
ができた。

飼料作物
(稲発酵粗飼
料・ソルガ
ム・
飼料麦）

生産性向上

【飼料増産】（飼料の増
産に関する目標）
受託農家戸数を20％
以上増加、もしくは３戸
以上増加
ただし、新たに取り組
む場合にあっては、受
託農家戸数を３戸以上
増加

受託農家
　　　　0戸
（平成20年
度）

11戸 36戸 31戸
　　　7戸
（平成23年
度）

442.9%

参加農家が
町内全域に
増え目標値
を大幅に超
えることがで
きた。

稲発酵粗飼料用ロー
ルべーラー　１台
（細断型ホールクロッ
プ収穫機　5条刈
70ps）
梱包格納用機械　１
台
（自走ラップマシーン）

12,127,500 5,383,000 0 6,744,500
平成22年３
月31日

導入機械を
活用した飼料
作物の生産
拡大により、
地元酪農家と
の構築連携
が図られた。

事業実施（機
械の導入）効
果が十分に
発揮されてい
る。
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園
畜

諏
訪

富士見町
信州諏訪農業
協同組合

産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

飼料作物
（ライ麦・永
年性牧草）

生産性向上

【飼料増産】（飼料
作物の増産に関す
る目標）
（飼料増産）
飼料収穫・収集面
積を５％以上又は１
ha以上増加

収穫・収集
面積
ライ麦
　　　0ha
永年性牧草
　　32.0ha
（平成20年
度）

ライ麦
　3ha
草地更新
　8.75ha

ﾗｲ麦
2.25ha

草地更新
12.75ha

ﾗｲ麦
(鹿の食害に

より休止）
草地更新

50.15ha

ライ麦
　　5.0ha
永年性牧草
　　32.0ha
（平成23年
度）

363%
着実な草地
更新が出来
た。

飼料作物（ラ
イ麦・永年性
牧草）

生産性向上

【飼料増産】（飼料の増
産に関する目標）
（飼料増産）
単収を４％以上増加

牧草の単収
1.25ｔ/10ａ
(生草換算
3.5ｔ/10ａ)
（平成20年
度）

－

1.30ｔ/10ａ
（生草換算
3.64ｔ/10ａ）
（平成22年

度）

1.50ｔ/10ａ
(生草換算
4.2ｔ/10ａ)

（平成23年
度）

1.50ｔ/10ａ
(生草換算
4.2ｔ/10ａ)
（平成23年
度）

100.0%

草地更新
は、3カ年後
の目標値計
画の156.7％
と大きく目標
達成できた。

追播機　１台
（パスチャードリル）

3,003,000 953,000 0 0 2,050,000
平成21年8月
31日

２３年は播種
時期の天候
にも恵まれた
こと、大ブタク
サの防除の
ためにｽｰﾀﾞﾝ
ｸﾞﾗｽのは種
があったこと
などから播種
面積が大きく
増えた。

当初計画以
上の播種面
積を大きく増
やし評価でき
る。ライ麦に
ついては想
定外の状況
があり今後の
鹿対策を踏ま
えて、経過観
察していきた
い。
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園
畜

上
伊
那

箕輪町
箕輪町自給飼
料増産組合

産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

飼料増産
（飼料用とう
もろこし）

生産性向上

【飼料増産】（飼料
作物の増産に関す
る目標）
（飼料増産）
飼料収穫・収集面
積を５％以上又は１
ha以上増加

収穫・収集
面積
　　15.6ha
（平成20年
度）

収穫・収集
面積

　　16.9ha
（平成21年

度）

収穫・収集
面積

　  23.2ha
（平成22年

度）

収穫・収集
面積

　  22.7ha
（平成23年

度）

　　24.6ha
（平成23年
度）

78.9%

収穫・収集
面積は去年
と比べほぼ
横ばいだっ
た。

飼料増産
（飼料用とう
もろこし）

生産性向上

【飼料増産】（飼料の増
産に関する目標）
（飼料増産）
飼料自給率の増加割
合を４％以上増加

飼料自給率
26.4%
（平成20年
度）

29% 30% 33%
　　　31.9%
（平成23年
度）

120.0%
前年に比べ
3%増加した

細断型ロールベーラ
１台（Φ 100×８５cm）
梱包格納等機械　１
台
（自走ラップマシーン）
運搬機　１台
（運搬トレーラー）

7,393,155 3,057,000 0 0 4,336,155
平成21年9月
10日

作業の効率
化と高品質で
保存性が高
いサイレ－ジ
の安定的な
確保で自給
飼料生産の
拡大に繋がっ
た。

飼料自給率
は目標達成し
たが、飼料収
穫・収集面積
では、目標に
達しなかっ
た。
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園
畜

ー 長野県
産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

生乳 生産性向上

【生乳】（乳用牛の
生産性向上に関す
る目標）
事業実施地区を含
む地域内における
性判別受精卵移植
技術普及のために
必要な性判別受精
卵の移植及び受胎
頭数を５％以上増
加

性判別受精
卵の移植及
び受胎頭数
移植頭数
　　　　30頭
受胎頭数
　　　　12頭
（平成20年
度）

移植頭数
　　10頭

受胎頭数
　　　7頭

移植頭数
　　26頭

受胎頭数
　　　4頭

移植頭数
　　63頭

受胎頭数
　　　36頭

移植頭数
　　　　50頭
受胎頭数
　　　　25頭
（平成23年
度）

移植頭数
　　165%

受胎頭数
　　185%

  177.1%

生判別受精
卵の移植及
び受胎頭数
が５％以上
増加した

生乳

【生乳】（乳用牛の生産
性向上に関する目標）
事業実施地区を含む
地域内における性判別
受精卵移植技術普及
のための性判別受精
卵生産・配布個数を
５％以上増加。

性判別受精
卵生産・配
布個数
　　　30
（平成20年
度）

　　41個 　　48個 　　65個
　　　　50個
（平成23年
度）

175.0%

生判別受精
卵生産・配
布戸数が５%
以上増加し
た

プログラムフリーザー 892,500 446,000 446,500 0 0
平成21年11
月6日

性判別受精
卵の生産・配
布は175%で
あり、生産し
た受精卵の
流通体制の
整備により移
植・受胎とも
伸びている。

性判別受精
卵の生産・配
布、移植が進
んでおり、乳
用牛の効率
的な改良が
期待される。
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マ
ー

ケ
室

ー 長野県
産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

牛肉 生産性向上

【牛肉】（肉用牛の
生産性向上に関す
る目標）
事業実施地区を含
む地域内におけるＤ
ＮＡ解析技術を利用
した効率的な育種
改良手法の実用化
に必要な、家畜の
優良形質又は遺伝
性疾患に関する遺
伝子の探索を目的
としたＤＮＡ解析を
行う家畜の頭数を
５％以上増加

0頭 0頭 60頭 63頭 50頭 126.0%

家畜の優良
形質又は遺
伝性疾患に
関する遺伝
子の探索を
目的としたＤ
ＮＡ解析を行
う家畜の頭
数を５％以
上増加した

牛肉 生産性向上

【牛肉】（肉用牛（肥育）
飼養の生産性向上に
関する目標）
出荷生産物に占める
A4、A５等級の割合が
0.6％以上増加

0.599 0.611 0.624 0.658 0.63 190.3%

出荷生産物
に占める
A4、A５等級
の割合が
0.6％以上増
加した

脂肪酸・融点
測定装置

2,467,500 1,233,000 1,234,500 0 0 40081

DNA解析結
果を基にした
交配を進める
とともに、不
飽和脂肪酸
の含有率及
び脂肪交雑
を基準とした
「信州プレミ
アム牛肉」の
認定を進めた
結果、A４・A
５等級の割合
が増加した。

事業実施の
効果があり、
県産ブランド
牛の育成に
期待できる。

事業実施後の状況　②

都道府県の
評価

番号
担
当
課

地
事

事業実施主
体の評価負担区分（円）

成果目標の
具体的な実
績②

様式　１－５

政策目標②
成果目標の
具体的な実

績①

成果目標の具体的な
内容②

（対象作物・
畜種等名）

（対象作物・
畜種等名）

事業実施後の状況　①

成果目標の具体的
な内容①

集計_様式1-5　実施状況報告等調査表（長野県）平成21年度.xls 条件整備 (H21)



市町村名
事業実施主体
名

政策目的 取組の分類
作物等区分

①
政策目標

①
作物等区分

②
事業内容 事業費 完了年月日

備考

計画時 1年後 2年後 3年後 目標値 計画時 1年後 2年後 3年後 目標値 （円）

（平成20年） （平成21年） （平成22年） （平成23年） （平成23年）
達成率

（平成20年） （平成21年） （平成22年） （平成23年） （平成23年）
達成率

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府県費 市町村費 その他

事業実施後の状況　②

都道府県の
評価

番号
担
当
課

地
事

事業実施主
体の評価負担区分（円）

成果目標の
具体的な実
績②

政策目標②
成果目標の
具体的な実

績①

成果目標の具体的な
内容②

（対象作物・
畜種等名）

（対象作物・
畜種等名）

事業実施後の状況　①

成果目標の具体的
な内容①

21-9
農
技

諏
訪

原村 原村
産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

そば 生産性向上
単収を５％以上増
加

10a当たりの
収穫量
　　55.0kg
（平成20年
度）

10ａ当たり収
穫量
62.1㎏

10a当たりの
収穫量
77.8kg

10a当たりの
収穫量
39.2kg

　　68.0㎏
（平成23年
度）

-121.5%

平成23年度
は湿害によ
り39.3/10a
に減少

そば
需要に応じ
た生産量の
確保

全作付面積のうち、契
約割合が１０ポイント以
上増加

契約取引面
積
　　　0ha
(平成20年
度）

契約取引面
積
　　　0ha
(平成21年
度）

契約取引
面積　0ha
（平成22年
度）

契約取引
面積
66.7ha
（平成23年
度）

契約取引
面積　10ha
（平成23年
度）

667%

作付面積は
66.7haとH22
年度の1.2倍
で、全て契約
取引となっ
た。

・そばコンバイン
（刈幅1.55m×1台）
・穀物乾燥機
（1.4t×1台）

5,892,471 1,924,000 0 3,968,471 0
平成21年9月
30日

H23年度は湿
害により
39.3kg/10aに
減少したが、
作付面積、契
約取引は目
標値を大きく
上回った。

平成23年度
の単収は、適
期収穫の励
行では取り返
せない湿害
の発生で、前
年より大きく
低下してし
まったが、契
約取引面積
は大きく伸
び、事業の効
果が現れた。

21-10
園
畜

上
伊
那

駒ヶ根市
上伊那花卉生
産者会議

産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

花き
（ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘ
ｱ、ｶｰﾈｰｼｮ

ﾝほか）

生産性向上
施設園芸における
燃料使用量を10％
以上削減

10ａ当たりの
燃油の年間
使用量
7,521ℓ（平成
20年度）

7,300ℓ（平成
21年度）

6,600ℓ（平成
22年度）

6,500ℓ（平成
23年度）

6,460ℓ（平成
23年度）

96.2%
低減率
14％

花き
（ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘ

ｱ、ｶｰﾈｰｼｮﾝ
ほか）

需要に応じ
た生産量確
保

施設園芸における供給
量の減収割合を25％
以内に抑制

10ａ当たりの
年間供給本
数
91,300本
(平成20年
度）

93,280本（平
成21年度）

93,350本（平
成22年度）

92,560本（平
成23年度）

91,200本
（平成23年
度）

106.0%
生産が維持
されている

　外張材2棟
　内張材8棟
　循環扇15台

7,705,856 3,669,000 0 0 4,036,856
平成22年
3月20日

生産性向上
及び生産量
の確保ともに
概ね達成され
ている

目標年度ま
でに、概ね、
目標を達成
することがで
きた。

21-11

マ
ー

ケ
室

木
曽

木曽町 木曽町
産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

地産地消及
び産地直接
販売

需要に応じた
生産量の確保

【地産地消及び産
直】
農畜産物の生産さ
れた地域内におけ
る販路拡大に関す
る目標

①木曽町内
直売等施設
への農畜産
物の出荷額
10，957千円
(平成20年
度)

①木曽町内
直売等施設
への農畜産
物の出荷額
  11,211千円
(平成21年
度)

①木曽町内
直売等施設
への農畜産
物の出荷額
13,079千円
(平成22年
度)

①木曽町内
直売・加工
施設への農
畜産物の出
荷額
14,179千円
(平成23年
度)

①木曽町内
直売・加工
施設への農
畜産物の出
荷額
14,781千円
(平成23年
度)

84.3%

目標値に達
しなかった
が、施設が
順調に稼働
している事
により、農畜
産物の出荷
額の増加に
つながった。

とうもろこし、
そば、トマ
ト、カブ

需要に応じ
た生産量の
確保

【地産地消及び産直】
地場産物の販売増加
に関する項目

ささりんどう
館への販売
額
5,076千円
(平成20年
度)

「ささりんど
う館」及び
「農産物加
工処理施
設」への販
売額  7,008
千円
(平成2１年
度)

「ささりんど
う館」及び
「農産物加
工処理施
設」への販
売額
8,720千円
(平成22年
度)

「ささりんど
う館」及び
「農産物加
工処理施
設」への販
売額
9,142 千円
(平成23年
度)

「ささりんど
う館」及び
「農産物加
工処理施
設」への販
売額
8,900 千円
(平成23年
度)

106.3%

施設が順調
に稼働して
いる事によ
り、農畜産
物の出荷額
の増加につ
ながった。

・農産物加工処理施
設
（建設工事：235.13
㎡、機械設備：一式）

76,050,000 37,950,000 0 38,100,000 0
平成22年3月
23日

加工施設は
順調に稼働し
ておりコロッ
ケ、そばを始
めとする加工
品が売り上げ
を伸ばしてい
る。今後更に
トマト、トウモ
ロコシの加工
開発にも力を
入れ、日義地
域独自の製
品の開発と地
域内の農畜
産者の活性
化を図る。

加工施設が
できたこと
で、地域農産
物の出荷額
は増加した。
しかしなが
ら、木曽町内
直売・加工施
設へ出荷額
の目標は達
成には至らな
かった。遊休
荒廃地への
作付を推進
し、加工施設
へ農産物の
出荷量の増
加を図ること
で、目標達成
は可能と思わ
れるので、取
り組みについ
て指導してい
く。

21-12
園
畜

下
伊
那

飯田市
高森町

飯田花卉組合
産地競争力の
強化

産地競争力の
強化に向けた
総合的推進

花き
（ｶｰﾈｰｼｮﾝ) 生産性向上

施設園芸における
燃油使用量を１０％
以上低減

年間重油
使用量
　　68kℓ
(平成20年
度)

事業完了
が平成21
年度末のた
め実績なし

53.5kl 55.8kl
　　61.2ｋℓ
（平成23年
度）

179.4%

施設園芸に
おける燃油
使用量を目
標通り達成
することがで
きた。

花き
（ｶｰﾈｰｼｮﾝ)

需要に応じ
た生産量の
確保

施設園芸における供給
量の減少割合を25％
以内に抑制

ｶｰﾈｰｼｮﾝ年
間出荷本数
1,105千本
（平成20年
度）

事業完了が
平成21年度
末のため実績
なし

1,074千本 1,038千本
ｶｰﾈｰｼｮﾝ
940千本
（平成23年
度）

188.1%

供給量の減
少を目標通
り抑制するこ
とができた。

循環扇　39台 921,375 438,000 0 0 483,375
平成22年3月
31日

循環扇を使
用した組合員
においては、
生産量を確
保しつつ、燃
油使用量の
低減が図ら
れ、燃油価格
が高騰する
中で経営上
のコスト削減
にもつながっ
ており、高い
事業効果が
得られた。

燃油使用量
の削減等が
目標を上回る
効果が見ら
れ、モデル的
な事例となっ
た。

都道府県平均達成率 １５８．３％ 総合所見 全体的には目標達成されており、事業効果があったものと考えられる。達成出来なかった取組に関しては、生産・作業管理等の徹底を含めて改善指導を実施する。

集計_様式1-5　実施状況報告等調査表（長野県）平成21年度.xls 条件整備 (H21)


